
中部日本の熱的高低気圧に伴う風の日変化について

面の通過に伴う変化は小さいが，通過直前の一時的な逆

の風や乱れが認められる．この流入する海風の前面の到

着等時刻線を書いて見ると（第7図参照），関東では14

時には海岸から約40kmの内陸まで侵入している．しか

し，その後は次第に不明瞭となるところもあるがさらに

内陸へ進入することもある．又濃尾平野では午後になっ

てから侵入が始まり，そのため最高気温は他の海岸地方

のものより高い．又前述の等交替時刻線図にもこの地方

で海風の始りの遅いことがよく現われている．

　次にこの海風前線と同様に，内陸山岳地方では平野部

の気塊の前面がはっきりと認められる（第6図B参照）．

特に関東の西北部等の山地ではこのような気塊の前面通

過による気象要素の急変化（特に湿度）がよく認められ

る．

　この揚合蒸発，凝結の影響は小さいとして，この異湿
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気塊の侵入状態を露点温度の変化量から調べて見ると

（第8図参照），長野県を中心とした中部山岳地域では風

向からみるとすでに海風や谷風の状態になっているにも

かかわらず，日中かえって非常な低露点となる．これは

上層の気流が下降あるいは混合して起る現象と思われ

る．しかし海上や平野部の高湿気塊が流入して来ると考

えられる地域では，予期されるとおり日中は露点が高く

なる。殊に関東北部山岳地域ではこのような気塊の流入

による露点変化量は非常に大きく，これが積乱雲等の発

生や発達に密接な関係をしていると思われる．

　5．　む　す　び

　以上主に合成図によって，夏期における中部日本の熱

的低高気圧に伴う気流の日変化の実態を解析した．しか

し，その物理的機構を考えるには，さらに上層の三次元

的解析を加えることが是非必要である．これらにっいて

は資料のしゅう集をまって今後の問題としたい．

　終りに，本調査に対し終始ご指導を頂いた正務調査課

長および有益な助言を下された瀬下調査官に深く感謝し

ます．
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